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（論文内容の要旨） 
 
研究目的 
本論文は、17世紀オランダ美術黄金期を代表する画家の一人、ヨハネス・フェルメール（1632－1675）の
『真珠の耳飾りの少女』（1665－66、マウリッツハイス美術館、オランダ、デン・ハーグ）再現模写を通して、
画家の絵画技法と絵画材料に関して論ずるものである。 
フェルメールの類まれな魅力が、どのような絵画技術を要因にして描かれ生まれたのかということに強い
関心を抱いたことが、本研究の動機である。画家の中には、生前に書いた手記によってその制作方法を知り
うる場合があるが、フェルメールに関しては、そのような文献が発見されていない。それ故、この画家の制
作方法については、残された作品から推測するしか手段がない。現在、長い間謎に包まれていたフェルメー
ルの絵画技法、絵画材料は、現在科学分野での分析研究によって徐々に明らかにされてきているが、そのよ
うな従来研究に基づく忠実な再現模写の事例はきわめて少ない。そこで本研究では、従来研究の科学調査に
基づいた材料に関する実験と再現模写を通して『真珠の耳飾りの少女』の絵画技法、絵画材料の検証を行な
った。 
 
研究概要 
研究対象である『真珠の耳飾りの少女』は、画家の絵画技術の成熟期と言われる時期に描かれ、絵画技法・
絵画材料にフェルメール独自の使用例が見られる作品である。 
本論文は、『真珠の耳飾りの少女』の絵画技法と絵画材料について、「1．地塗り層の絵画に与える影響」、
「2．色彩ごとに見られる材料の選択の工夫」、「3．緑色系のグレーズ層を使用した意図」の3つの要素に着目
した。これらの着目点について、材料の混合実験と塗布実験を行なって導き出した結果を採用し、再現模写
をした。研究内容を各項目にまとめると以下の通りである。 
1．地塗り層の絵画に与える影響 
画面全体のコントラストを左右する地塗りの材料について、1968年にドイツの科学分析の権威であるヘル
マン・キューン、1995年にはマウリッツハイス美術館のヨルゲン・ワドム、1998年のカリン・M・フルーンら
の調査を基に、フェルメールの用いた地塗り塗料の再現を試みた。各顔料の配合比を変えた地塗り塗料のサ
ンプルを作成した。彩色は有色地塗りを中間調子として明暗への移行が行われることに着目し、『真珠の耳飾
りの少女』のＸ線写真の薄塗り箇所から色調を予測した。人物の肌の影色を評価基準の色にし、肉眼による
    
 
照合を行って下地塗料の色調にした。 
2．色彩ごとに見られる材料の選択の工夫 
絵具層で用いられている絵具を、当時の手法を踏襲して顔料と媒材を大理石板の上で練棒を用いて練り合
わせた。描画行程は、下描きから下層塗り、上層塗り、グレーズの順に進め、仕上げに保護ワニスを塗布し
た。下描きには、少女の輪郭に沿って確認できる明るいオーカーの絵具を用いた。『真珠の耳飾りの少女』の
Ｘ線写真を見ると、顔の部分に比べ少女の青いターバンと黄色い衣装の明部に鉛白が主体的に使われている
形跡がない。これにより鉛白を全く使わずに描いたか、あるいは、その使用量がごく微量であったことを予
想させた。ターバンと衣装の明部を表現するにあたり、予備実験では、①同一の顔料でも、含まれる微量な
成分の違いで明度に生じる差、②顔料の粗さによる色の使い分け、また③炭酸カルシウムと少量の鉛白の併
用を、各場所によりこれらの手法を使い分けて描くことで、鉛白の使用量を抑えて制作することができた。 
3．緑色系のグレーズ層を使用した意図 
グレーズ層では、各個有色に透明絵具を重ねて豊かな調子と色の深みを表現した。背景に関しては、近年
の調査によってウェルドと呼ばれるモクセイソウから抽出した天然有機顔料とインジゴを混色したグレーズ
層が存在することが分かっているが、当時の色は褪色により失われている。再現の結果、上層塗りのやや暖
色がかった黒に寒色のグレーズをのせることで深みのある暗い背景を表現できた。 
 
研究結果 
科学分析が示す絵画材料を参考に模写制作を兼ねた再現実験を行ない、次のようなことが明らかになった。
『真珠の耳飾りの少女』を描く上で、地塗り材料は、オーカーとブラック、バーントオーカー、バーントア
ンバーの混合物を鉛白に対して約4wt%混ぜたものが適当という結果になった。ターバンと衣裳の明部は、①
同一の顔料でも、含まれる微量な成分の違いで明度に生じる差、②顔料の粗さによる色の使い分け、③炭酸
カルシウムと少量の鉛白の併用によって、鉛白の使用量を抑えながら表現することができた。背景はアンバ
ーとブラックによってできる褐色がかった色に、インジゴとウェルドの混色によるグレーズ層を重ね、深み
のある黒色を再現できた。本研究では、3つの着眼点から、画家が用いた絵画技法と絵画材料を具体的に示せ
たと考える。 
 
（論文審査結果の要旨） 
 
本論文は、17世紀のオランダ美術を代表する作家のひとりであり、高度な絵画技法を駆使して制作した多
くの絵画を残したヨハネス･フェルメールに着目して、技法的特徴を明らかにした結果をまとめたものであ
る。取り上げた作品はフェルメールの円熟期の作品である『真珠の耳飾りの少女』を取り上げ、①地塗り層
の絵画に与える影響、②色彩ごとに見られる材料の選択の工夫、③緑色系のグレーズ層を駆使した意図、の
3点を中心に従来研究の調査、作品の観察、試験片作製による技法･材料の制作的な視点からの検討を行った
結果をまとめたものである。これらの基礎検討を集大成して行った再現模写を通して、技法の有効性を実証
したことを述べている新たな視点からの知見を与えるものである。 
まず、研究手法は既報の結果を整理する中から、絵画作品の分析が中心で、制作者の視点が十分に行われ
ていないことを見出し、分析が見出した内容が技法的にどのような意義を有するかを制作者の視点から明ら
かにしたことが新たな視点として評価できる。さらには、技法の有効性を試験片の作製、自然科学的な手法
による色彩面からの評価などをおこない、絵画技法の効果を客観的に明らかにしている。これは、感性を客
観化することは今後の絵画技法･材料研究にとって有効な研究手法であることを示している。これらの研究
成果の有効性を『真珠の耳飾りの少女』の再現模写により集大成されている。 
本論文はフェルメールの優れているといわれる絵画技法を客観的な視点から明らかにしたもので、美術史
や絵画技法史に新たな視点と研究手法を与えるものとして評価できる。特に、制作者の視点と言う新たな視
点から研究し、その成果を模写作品として集成することにより研究手法の有効性を提示している。論文と作
品の有機的な融合により新たな見地からの研究となり、博士(文化財)の学位を授与するのに相応しいと判断
する。 
    
 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
17世紀のオランダの画家、ヨハネス・フェルメールは、カメラ・オブスクラを使い、レンズを通じて見た、
それまでにはない新たな光の世界を、光の点綴画法（ポワンティエ）で作り出した。15世紀、ファン・アイ
ク兄弟によって確立された油絵は、それまでの色が物質として存在していたテンペラの時代から油絵具によ
って透明性が生まれ、色が物質から光に転換したとも言える時代になった。つまり、線遠近法の出現、レオ
ナルド・ダ・ヴィンチの明暗法（キアロスクーロ）、対照法（スフマート）などの、光をいかに表現するのか
という歴史であり、その絵画技法の延長線上にヨハネス・フェルメールも存在する。 
本論文は、ヨハネス・フェルメールの「真珠の耳飾りの少女」を、再現模写を通して画家の絵画技法と絵
画材料を論じたものである。筆者は、保存修復油画の研究者らしく、光の表現技法ではなく、油絵の材料と
技法の歴史を踏まえ、①「地塗り層の絵画に与える影響」②「色彩ごとに見られる材料の選択の工夫」③「緑
色系のグレーズ層を駆使した意図」の絵画構造に着目した塗布実験を繰り返し、その成果をもとに再現模写
を行っている。 
筆者自身、絵画科油画専攻を卒業しており、再現模写における支持体作り、下描き、下層描き、上層描き
への工程は、丹念に制作されている。上層描きにおいて絵具を過度にのせ過ぎ削り取った作業は、絵画技術
の基礎を持っているゆえの判断から来るものであり、絵画制作における模写において実感のあるものとなっ
ているが、本研究の再現模写の目的からは少し離れてしまった。その結果、顔は意識しすぎたせいか、丁寧
になり過ぎ、筆の躍動感が弱い。それでも、ラピスラズリを使ったターバンは、絵具の明度や筆触の点にお
いてよく描かれているし、インディゴとウェルドを使った背景のグレーズも、深みのある色調でよく再現さ
れている。また目や唇は光の潤んでいる感じを捉えることができていれば、より完成度が高まったと考える。 
可能であれば、もう一枚描くべきだったのではないだろうか。それにより、ヨハネス・フェルメールの類
い稀な絵画技術が何を要因にして築かれたのか解明したいという最初の動機に対して更なる観察や発見がな
され、筆者しか感じ得ない生々しい実感が作品のみならず論文のまとめにも反映されたものと考える。しか
し、論文と再現模写という本研究内容は、絵画研究者だけではなく、絵画を学ぶ学生、画家に対しても有意
義な研究成果として博士学位の授与に値すると判断する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
本研究は、オランダのデンハーグにあるマウリッツハイス美術館所蔵のヨハネス・フェルメール作『真珠
の耳飾りの少女』の絵画技法・絵画材料に関する研究である。本作はフェルメールの作品中にあって最も科
学分析が行われた作品であり、これまでに貴重な分析結果が報告されている。中村樹理はそれらの分析結果
に着目し、本作が放つ魅力の要因を、分析結果と推察を交えながら再現模写によって具体的に検証し、その
結果をまとめている。フェルメールの技術的な特長を捉えようとするならば、やはり本作の魅力を支配して
いるフェルメール独自の色調に集約されるだろう。本研究ではその色調を演出している諸要素を３点に分類
し着目点としている。①「地塗り層の絵画に与える影響」、②「色彩ごとに見られる材料の選択の工夫」、③
「緑色系のグレーズ層を駆使した意図」、である。いずれも作品の最終的な仕上がりを左右する上で興味深い
諸要素と言える。特に①の地塗り層の色調は重要である。本論ではあえて地塗りの色調が画面全体の調色を
微妙に左右する色彩効果の大きな要素として捉え、最も力が注がれている。その結果、下層から透けて見え
る地塗りの色調が本作全体のカラーバランスを構成していることを模写を通してその効果を実証して見せた。
加えて、推察した地塗り色の色差を数値化し客観性を持たせている点も見逃せない。②では、市販の油絵具
は使用せずオリジナル性を尊重して当時の手法を採用して絵具を手作りし模写に用いている。絵具の微妙な
混色では、同じ明るさであっても鉛白の使用量が一様ではないことをX線画像から見出し、試行錯誤の結果、
鉛白の使用料を抑えた明るさの表現が可能であることを示している。③では、背景の分析結果に着目し、ウ
ェルドと呼ばれる黄色有機顔料と青色のインジゴを混色しその緑色を塗り重ねることによって本作の深みの
ある黒色再現に効果的であることを明示した。 
    
 
完成した模写作品は、一見ありふれた表現に見えるが、深みのある背景が人物を穏やかに浮き上がらせ、
さらに落ちついた肌色は落ちついた地塗り色が効いて、オリジナル作品の魅力を喚起させるほどである。 
本研究は、絵画技法材料研究に携わる者や、あるいは画家を志す者、さらに美術史研究者に新たな視点を
提示するものとして大変有効と考える。よって、論文および作品は学位授与に相応しい水準に達していると
して評価した。 
 
